
の硝化綿の安

1. まえがき

蛸化綿の不安定化の主l葱図としては.i:(米l吸お般の

作用あるいは続問主エステルの生成などによるはか. .[! 

金以などに乙ワ"ちも人さいと 3れてきたちしか L.

欽さびの~!~~，ijlj: 二 /γJ…くは心的ら;研究結柴が 1<( く，か

も，関連けがある

のではなL、かとい 硫化綿に欽きかを:促入

Lた場合，<f;::;ぶ刊日i刊に)l、て， 発火点. }JII 

熱減鼠の捜1])ぷ5 アーへ段以'/:高槌感)立ぷ1検など

を行い，安定i~I'.f ょ除j i)ゐ級国主主1じを調べたので被告す
4 

/，;)。

2. 試料の調整

7ルコール湿の{消化綿(硝化肢11r.S. 1i{ri空
0.012)を真空乾燥した低 100grづっ科取 L. 0.5. 

2， 5， 10， 20wt9婦の燃化例n.ベンノjラ〕をili¥人L，
各級濃度のか仁科一勲氏以似たを作り，水でiq~i!)，J

させて室温で次し口，汲 iiEf.30H13よとい

採取し真??イ説得、

2 面白イヒ総似てつ

Yシの純鉄彰}

粉を添加しt..

婚のj1J:~ r1 (100..J 

さtJ)，および純鉄

以ぷ料.硝化綿一鉄混

合 t~t料を!JIl i駿 L放置したものについて， 10fl， 30日，

40 IJ， 60 IJ同ごとに採取し，英霊乾燥したものを正式:N

とLた。

3. 試験方法

1 発火点試験

乾燥しためれ

の氏に出来あ

しこの試験fな

が油iIli以 [-1

l分間に 5'

きの油浴のi臥?な

均簡を発火点とした。

2 アーベル耐熱試験

*第二研究室

長さ 158mmの試験管L

コルク栓を軽くお

泌浴中に試料の上部

熱して油の獄度を

試料が発火すると

3 I~I行い，そのヂ
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彰響

t?: 坂武雄*

乾燥Ltこ献料約 i日rあて 3筒ん秤lFK1.， これを績評ト

をJlJL 、て 3*の試験管4こ入れ，試料がi試験管J)Jj'tか九

約55mmまでにl佼主るように係り入れる。ついで， コム

t~につけと (1金かグに (Z化カリでんぷん紙をかけ，そ

I 誌を〆リイニリンFでi掛めらせ， そのコ J、(ふ.，.

のとき，試験紙の“卜端力、

くる上うにn:】勿 80土I仁:
川のi試験:r:を.1:の刈絹(主で入3.1，

"A~;制[の乾i摂 fjI 宇f ì'~~に d包立、色 hか、

jわハLとふ?ι ~ νの川ワγ}日守イ;川!いiJ人， :1 イ本¥の，，，試t駐桜験4主~ '1~:符nμ内A勾]のdぶ仇ヤfバ点必λω生穏紙j氏ノ

主えtC己L仏~ I tたニ11怜し均刷与ヤ泊i出出品尚jω一寸γ‘J川，弓Jパ{恨l悶RをぷE駄Ml他4とLtた: 

3 加熱減量の測定

ぷ料 Jgrを白金製みtHllILt二十t以/.， }::il r ，¥;けーマノ
パヲンスTM-IAI¥'iのビ F 人 fノ)-止;品にf同り卜11"， .屯

気炉に袋入 L.空襲中で lUfllti主l弘S'CjminでJJIl熱し，

l'riM岐における試料のiW-~tIJ を ìJI.Il >i::した。

(4) 落橋感陵続験

許取 Id これを10等分し

川形錫箔で特に円，さ;ずる

し， これを必槌ぷ験機のBY

12. 7n聞の鋼生1:をのせ 2 ち

さから必 L，rn'J -1& ， :~j I 
認めないとぎの最低落恥

点、とし， 10凶とも爆発をILEめたときの1tifLi.lf; I局窓発爆

点とし，衝奇書藤波を純[，自化綿と比較したn

4. 試験結果

1 発火点

(1) 硝化綿ー敵化$J，混f「正式料をS"Cjminの昇i昆速

仁氏九の発火点は第 l炎のとお 1)

発火点174'Cに比較すると酸化以の混

ぷ{の差%はあるが， 1 ~5 。

。純flfi化綿でも加liW吹E霊

行、の低下が認められた 3 緩い

のは認められない。

(2) 硝化綿一鉄，硝化綿一鉄さび混合試料は10日

間加波放置したものに彩燃が見られた。

2 アーベル耐熱度
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通商 i獲 硝化縦ti 俄{Uを混凶器式悦の発火点

一一一 戸高石:ぺでI\~って7i試料 ~vn ω リ '"けυM

fifl 11::.一必 [-171" 1172' C r-
消化綿nr!dじ欽0.5必添加 I172' C 

2係. ¥ 169'C I 169'C ¥ 1690C 
5タ 1170'じ I っ。C
105!，手# I 170' ，ゲCい対φ
20%' 11灯 CI 170'C I 170'C 

続的化綿の発火花171'C 

部2袋 硝化綿一銑さが・鉄似合試料の'ie火点

--円~ 加灘回数 日門事."，門 '̂円
試料 ¥→  1 lV 1.1 仰けいり口

瓦 干綿¥1740 CI17:)~ CI172' C¥l71二
硝化綿一鉄混合試料川74'clI7.3' Ci172' CIl7l 0 C 

硝H::総 決5ひ似合与えは690C法制。じ117l'cI札。c

(1) 備化綿一般化鉄混合試料のアーベノ[.1耐熱試験

吃広沢法第3表のとおりで.A量化燃の混入に
γ …ベル耐熱!主は総イイ為的に低下しz かつ.事長沢変{乙

も明らかに認められたが，関空化鉄の混入;t¥による差

異は加縄20f]目の試料について1;1:05~5手伝添加1lた

ものにぬL、て者しい泌殺が見ら

(2) 硝化綿一哉書倒化綿一鉄道ぴa合試料0)プー
ヘノレ耐熟度は策4表のとおりで.加湿10日で各試料

とも紛然t1が大統下し.純踏?と綿のア…ペル樹

熱波のも 0)が8 品分~6 分合となり，純械化

綿の水湿したものも12分に低下した。 30日以上経過

したものについては各試料とも耐熱性は漸次低下し

いらが，添力与のほ別による設/後は余り絞めら九

んか川d.こ。

第3褒 硝化綿一酸化鉄混合試料のアーベノt.1耐熱度

二;一五百 10 20 L可二
硝化綿 112分 8分30秒12分30秒

硝化的..液化鉄O.日必司 17分iωぷ 7分 1 沙

2%' 17分30秒I 7分 12分30秒

5勿・ ! 9分 16分30秒12分30秒

10必 110分 i 8分

209迫・ i 12分 1 8分 1 6分

納期化綿のアーベル耐熱J:lH;l:32伶

調高4表 耐 iじ泌ー鉄・鉄~ U~tよる合試料 TJ7-

ベノレ耐熱伎:
言説皆目諸丘--でエケ)

加湿
40日制11

硝化繍 12j} 13分15秒12 i)-30秒1 2分

6~n:Ml-欽1結合L'. l~ j') t') l' .... .r)(¥ 8分 13分日仏 2分30秒 2分
説料 1'"' 

5常化事務ー鉄さ了 | 八付，.，1

戸:試丘三|三ユ??3OL竺F

2 加熱減農の規定

1，品化事後[1::.鉄混合ぷ料全5'C/min(人l 鼠速

度-r:加古1して行き.iful伎と減量のl刻係を求めた結果

は第 1~第 3 凶に示すとおりである。

簿 1図 総湘一酸化事史認試料1乃

加熱i取iA曲線(加湿10日)
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第2図 的化綿一貫主化以J.，~片試半|の

加熱械JE1拍手車(lJIIiilil 20日〉

r ~ l話三ダ
...・，.，. 

一一→埠Jt(・ι)

(2) 硝{七校 fi，'j化科…げさぴ混合ぷ。料のi/i，'tl免

と滅私の I迅係は第 4~第日 l叫に示 T とおりで，慨し

て1 1消化綿<制化純一鉄さ cf泌fTぷ料く制化綿-~1、

/r試料の二以;鼠が大きく b 分解速肢が平く.減

...込勿程度以必ずると，レづ ~llJ 試料は玉造;えした。

4 落槌感度鉱験

(1) 硝化熱 燃化鉄itt1~試料の滋槌試験撲による

( 27 



第3図 {由化綿一般化侠疲れ試っ

加tιi成.1:01線〈力11i¥]!3011) 

M
F
 

メ
J
f
l
l

o ωωωω~ーーーー」

"・ /，;w:;t 1". IfO 1". '"ψ 
一一一→溢fま .c)

4図 叫l化綿一鉄・夕、苦tfilM半?バ刈の

加熱減]足曲線付日湿~10 1-i
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第5図 {消化綿一鉄・鉄弐n:混試が j)
加熱減量曲総 (/JIIlli/:4011 ) 
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第6函 i滑化秘-$~ψ 鉄さび&1.合 i試料の

JJn熱波h::曲線〈加湿60 ) 
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首!jirfìl~ 武器(~絞れは当~ 7'~ ゾ;!Hぜい 'J、すとおりご，出作

品川はレずれれ e 有.llltfifヒ綿とよ凶して滋後、緩いに

なり，再建{ヒ鉄心出入刊行I~上る翌1:化は添加l し fこ峰化河、

2 ，""，"，1O~杉お燥の場 β 比較i灼式会J[がH~なり， ルIi
か切らかである v 与J;，tf. 11 妓!とはうl:i!l~wm.;1がふい

W，!ボ!生lfi良品!に/..i，) t: ，このことは純1消化綿によJ

しもにむ1，付基t.i.俗U;'JIJ'W，'ヲHた。
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第8図 川1I:+!i\一馬表化欽配 ;~î ~式 tl，j) 

ィ為随態度 ilH線 (JJ日 i11i !.~!O11) 
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(2) 硝化綿-$.1，:，硝化綿←政方ア，":Jt介，-;A:料の衝撃

!な曲線は第1O~-;~

1 失が近で・水分の (iのてにさびると

は γ，、と第 1i鉄 Fe(OI になる。これは

らに酸化されて水際化第2鉄 Fe(OH)3または水がtk:
I J 出して荷主化~2 鉄 Fe，03 になるが， その時の条件

によって xFeO・yFe，03• z!ものの上うな似絡な生成

物になふこともある。また， \l'にふく J/~院し fニ

1射に作立こみさびは Fe20，父子〉とし， FeO， 

FeC08なとを合んでいる。本実験κ .t J~ 、ては l 主ず.

この乾燥した赤5びと同一成分であるべン//ラ(自主化

鉄)を出入率を及、えて，伯化tJ~に』尽力I1L， --A期間加
減し穴))~ツノいて，業:空事事 J久 1ぶi生に関する出

試験合?すづたがq 試験結果にはら手ように，般化

を出入しどもぷノ;立硝化綿i主"-f:;t;ピ泌総[試したものによ仁

較すると，若干安定度の低下が認められ，両者化~1:の混

入率 2~5%の場合，著しい影響が見られた。

鉄き，):(1)円引?の中でも， Mft事':H1:ff:I皮熱がええよで守

;ζなちであるが.酸化自~;綴と i ご干の機能があ

るのごはなしゅ、と考えられるがお1じの淡を出ない。

また，鉄からさびを生成する場合，その過程におい

て，化学的に不安定な1りょ態が存在するのではなL、かと

いう考え方から，的化綿に純鉄粉そ 5~彰組入 l. ，力111m)

，~， ぷぎに泌する続日変化をし九d¥ ところ，加

日数よし、時点におし、てまヲしい燃が認められた。

またけ分ル加減し，生成しと硝化綿に 5

添加i したものについても，同じ ~l'i向がられた。

2 硝化綿は硝椴エステノレであるから，分解は筒ま

たは水分の存ぜ1・によって加水分解きれあ。この加水4争

解によゥて公!ぶした繍自主の応苦労によっ"'t:I さらに繊ぷ

来が燃化分解5れるのであるが，ぶぷ検にIol、ては

さびの首長7;日による不安定化と硝化部t¥(i)耳目水分解による

不安定化との関係を知るために.あわせて伯化綿単体

を1m!銀放置したものについて，続験を行ったが制化綿

単体も，経 i的に加水分艇によら点、工りの劣化が

めら

里襲考ち.

!日lじ傾向を

日記外く{i自イヒ紛;化綿<硝化乱

合試料

の l阪に鋭敏となり，加iq;~l羽信1が長い程s

示!ながら.鋭R耳1'-1:(，.11.た。

硝綿一五主砲決さび混合示、料

i答tili泌1笠員長(JJuiM10 r 1) 

第10図
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落槌感度曲線(1J日向:10H) 
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j'J;さびの添加によって，硝化綿の不安定化に及ぼす

影響はあろ穂陸安あることが然/1¥Htごカ"規横効果と卜
ては仰木分解口よる不安定化の々がある時点を経i長

た場合大手いのではなし、かと考之られる。

本試験は昭和39年9月上旬より昭和40年2月下旬に

わたり r仁左訴しが都合によりお絡し/ニ諸試験もあるの

で付

結

あとがき

6. 

7. 
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1泊化綿-$J:・鉄さぴ出fTi式糾の

落志主将1え守、(加湿60I~) 
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第12図
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